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【はじめに】 

遷移金属カルコゲナイド(TMDC: Transition metal 

dichalcogenide)は、3原子層で構成されるレイヤー状

の化合物である。代表的な TMDCであるMoS2は、

単層において約 1.9 eVの直接遷移型のバンドギャッ

プを示す。これまでに、電界効果型デバイスを用い

て、電界印加によるMoS2内の光電子特性の変調が

なされている[1]。本研究では、イオン性物質の吸着

挙動に着目し、イオン種の静電的な相互作用が与え

るMoS2電子状態の変調について検討を行った。その

取り組みとして、分子性イオンを含む電解質水溶液

の処理がMoS2に与える効果をフォトルミネッセンス

(PL)の観点から検討したので報告する。 

【実験方法及び結果】 

Si/SiO2基板上に機械的剝離によって作製したMoS2

上へ、まずはアニオンの吸着層となるカチオン性ポリ

マーを塗布した。その上へ、アニオン性ポリマー種、

およびそのモノマー分子種を含む酸性の電解質水溶

液を処理した(Fig. 1)。電解質水溶液をキャスト後、超

純水で十分に洗浄をした。アニオン性ポリマー種、モ

ノマー種、塩酸(H+Cl-)処理後の PLスペクトルを比較検討したところ(Fig. 2)、分子性アニオ

ン種において、明確なMoS2の電子状態の変調を確認した。 

【まとめ】 

分子性アニオン種を含む電解質を処理することで、アニオン種の吸着に伴う PL強度の変

化を確認した。当日の発表については溶液とMoS2の界面でのイオンの挙動におけるメカニ

ズムについても議論させて頂く。 
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Fig. 1 Illustrative image of the stacked 

structure of electrolyte on monolayer 

MoS2 surface. 

Fig. 2 Normalized photoluminescence 

(PL) spectra for the monolayer MoS2 of 

original and electrolyte solution treated. 
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